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まえがき 

 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

電線工業会（JCMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を

改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格で

ある。これによって，JIS C 3005:2000 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 3005：2014 
 

ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法 
Test methods for rubber or plastic insulated wires and cables 

 
序文 

この規格は，1960 年に制定され，その後 9 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2000 年に

行われたが，その後の材料の多様化，試験装置選定の容易性，試薬の入手容易性等に対応するために改正

した。 

なお，この規格は，IEC 60227-2，IEC 60245-2，IEC 60332-1-1，IEC 60332-1-2，IEC 60332-1-3，IEC 60502-2

及び IEC 60811 の規格群を参考にしているが，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，各種ゴム材料又はプラスチック材料で絶縁又はシースを施した電線・ケーブル・コード（以

下，電線という。）の一般的試験方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7184 測定投影機 

JIS B 7502 マイクロメータ 

JIS B 7503 ダイヤルゲージ 

JIS B 7507 ノギス 

JIS B 7512 鋼製巻尺 

JIS B 7516 金属製直尺 

JIS B 7522 繊維製巻尺 

JIS B 7721 引張試験機・圧縮試験機－力計測系の校正方法及び検証方法 

JIS C 3002 電気用銅線及びアルミニウム線試験方法 

JIS K 6249 未硬化及び硬化シリコーンゴムの試験方法 

JIS K 6251 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－引張特性の求め方 

JIS K 6258 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－耐液性の求め方 

JIS K 7112 プラスチック－非発泡プラスチックの密度及び比重の測定方法 

JIS K 7212 プラスチック－熱可塑性プラスチックの熱安定性試験方法－オーブン法 

JIS K 7216 プラスチックのぜい化温度試験方法 

JIS K 8271 キシレン（試薬） 

JIS R 6001 研削といし用研磨材の粒度 


